
広島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和７年６月16日 

                        広島県公安委員会 

委員長 西  野  泰  代 

広島県公安委員会規則第７号 

広島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 広島県道路交通法施行細則（昭和35年広島県公安委員会規則第15号）の一部を次のように

改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改

正する。 

 

改 正 後 改 正 前 

 
（通行禁止規制の対象から除く車両） 

第３条の４ 略 
(１)～(９) 略 
(10) 保健師、看護師若しくは准看護師が医
師の指示を受け、緊急訪問を行うため使用
中の車両又は助産師が緊急訪問を行うため
使用中の車両 

 
 （駐車禁止及び時間制限駐車区間規制の対象
から除く車両） 

第３条の６ 略 
(１)～(11) 略 
(12) 次のア～スまでのいずれかに該当する 
車両で、別記様式第１号による駐車禁止除 
外指定車標章（以下「標章」という。）を 
掲示しているもの 
ア～シ 略 
ス 保健師、看護師若しくは准看護師が医 
師の指示を受け、緊急訪問を行うため使 
用中の車両又は助産師が緊急訪問を行う 
ため使用中の車両 

(13) 略 
ア～エ 略 
オ 小児慢性特定疾病児童手帳の交付を受 
けている者（児童福祉法第６条の２第１ 
項の規定に基づき厚生労働大臣が定める 
小児慢性特定疾病及び同条第３項の規定 
に基づき当該小児慢性特定疾病ごとに厚 
生労働大臣が定める疾病の状態の程度（平 
成26年厚生労働省告示第475号）第14表中 
の色素性乾皮症に限る。) 

 
 
 
（標章の申請、交付、使用方法等） 

第３条の８ 標章の交付を受けようとする者（第
３条の６第13号に規定する標章にあっては、

 
（通行禁止規制の対象から除く車両） 

第３条の４ 略 
(１)～(９) 略 

 
 
 
 
 
 （駐車禁止及び時間制限駐車区間規制の対象
から除く車両） 

第３条の６ 略 
(１)～(11) 略 
(12) 次のア～シまでのいずれかに該当する
車両で、別記様式第１号による駐車禁止除
外指定車標章（以下「標章」という。）を
掲示しているもの 
ア～シ 略 

 
 

 
 
(13) 略 
ア～エ 略 
オ 「小児慢性特定疾患児手帳交付事業の 
実施について」（平成６年12月１日児発 
第1033号）に基づく小児慢性特定疾患児 
手帳の交付を受けている者（児童福祉法 
第６条の２第１項の規定に基づき厚生労 
働大臣が定める小児慢性特定疾病及び同 
条第２項の規定に基づき当該小児慢性特 
定疾病ごとに厚生労働大臣が定める疾病 
の状態の程度（平成26年厚生労働省告示 
第475号）第14表中の色素乾皮症に限る。） 

 
（標章の申請、交付、使用方法等） 

第３条の８ 標章の交付を受けようとする者は、
第３条の６第12号の場合は別記様式第１号の



広島県内に住所を有する者に限る。）は、別
記様式第１号の２による申請書により、公安
委員会に申請しなければならない。 

 
２ 略 
(１)  略 
ア 当該車両に係る自動車検査証の写し又 
は自動車検査証記録事項（道路運送車両 
法第58条第２項に規定するものをいう。 
以下同じ。）が記載された書面 

  イ 当該車両に係る用務を疎明する書面 
 
 
 
 (２) 略 

ア 略 
イ 標章の交付を受けようとする者が本人 
であることを確認するに足りる書面 

 
 
 
 
 
３ 公安委員会は、第１項の規定による申請が
あった場合において、当該申請内容が第３条
の６第12号又は第13号に該当すると認めると
きは、標章を交付しなければならない。 

４・５ 略 
６ 略 
 (１) 略 
(２) 現場において警察官の指示があった場 
合は、これに従うこと。 

(３)・(４) 略 
７ 標章の交付を受けた者は、当該標章の記載
事項に変更が生じたときは、速やかに別記様
式第１号の３による変更届に記載事項の変更
を証する書面の写しを添えて、公安委員会に
提出し、当該標章に変更に係る事項の記載を
受けなければならない。 

８ 標章の交付を受けた者は、当該標章を亡失
し、滅失し、汚損し、又は破損したときは、
別記様式第１号の４による申請書により、公
安委員会に標章の再交付を申請することがで
きる。 

９ 公安委員会は、標章の交付を受けた者が第
６項各号のいずれかに違反したときは、理由
を付した返納命令書を交付して、当該標章の
返納を命ずることができる。 

10 標章の交付を受けた者は、次の各号のいず
れかに該当することとなったときは、速やか
に、当該標章（第３号の場合にあっては亡失
した標章）を各署長を経由して公安委員会に
返納しなければならない。 

 
(１) 略 

２による申請書により、同条第13号の場合（広
島県内に住所を有する者に限る。）は別記様
式第１号の３による申請書により、公安委員
会に申請しなければならない。 

２ 略 
 (１) 略  

ア 当該車両に係る自動車検査証の写し 
 
 
 
イ 当該車両が第３条の６第12号の規定に
該当することを疎明する書面 

ウ ア及びイに掲げるもののほか、警察本
部長が別に定める書面 

(２)  略 
ア 略 
イ 標章の交付を受けようとする者の住民 
票の写し 

ウ 標章の交付を受けようとする者のため 
に使用する特定の車両があるときは、当 
該車両に係る自動車検査証の写し 

エ ア、イ及びウに掲げるもののほか、警 
察本部長が別に定める書面 

３ 公安委員会は、第１項の規定による申請が
あつた場合において、当該申請内容が第３条
の６第12号又は第13号に該当すると認めると
きは、標章を交付しなければならない。 

４・５ 略 
６ 略 
(１) 略 
(２) 現場において警察官の指示があつた場 
合は、これに従うこと。 

(３)・(４) 略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 公安委員会は、標章の交付を受けた者が前
項各号のいずれかに違反したときは、理由を
付した返納命令書を交付して、当該標章の返
納を命ずることができる。 

８ 標章の交付を受けた者は、次の各号のいず
れかに該当することとなつたときは、速やか
に（第４号の場合にあつては返納命令書の交
付後10日以内に）、当該標章（第３号の場合
にあつては亡失した標章）を公安委員会に返
納しなければならない。 
(１) 略 



(２) 標章の交付を受けた理由がなくなった 
とき。 

(３)・(４) 略 
11 前各項に定めるもののほか、標章の申請、
交付、使用方法及び返納に関し必要な事項に
ついては、別に警察本部長が定める。 

 
(緊急自動車等の指定等) 

第５条 略 
２ 前項の申請書には、当該申請に係る自動車
の自動車検査証記録事項が記載された書面又
は軽自動車届出済証の写しを添付しなければ
ならない。 

 
３～５ 略 
６ 緊急自動車等の使用者は、次の各号のいず
れかに該当することとなったときは、指定証
（第２号の場合にあっては、発見し、又は回
復した指定証）を速やかに別記様式第５号に
よる返納書により公安委員会に返納しなけれ
ばならない。 
(１)・(２) 略 

 
（駐車禁止場所又は時間制限駐車区間におけ
る駐車の許可） 

第６条 略 
(１) 略 
ア 駐車（許可に条件を付す場合にあって 
は、当該条件に従った駐車。次号におい 
て同じ。）により交通に危険を生じ、又 
は交通を著しく阻害する時間帯でないこ 
と。 

イ 略 
(２) 略 
ア 駐車禁止の規制のみが実施されている 
場所（無余地となる場所及び放置駐車と 
なる場合にあっては法第45条第１項各号 
に掲げる場所を除く。）であること。 

イ 略 
(３) 略 
ア 公共交通機関等の当該車両以外の交通 
手段によったのでは、その目的を達成す 
ることが著しく困難と認められる用務で 
あること。 

  イ・ウ 略 
(４) 駐車可能な場所について、次に掲げる
範囲内に路外駐車場、路上駐車場及び駐車
が禁止されていない道路の部分のいずれも
存在せず、又はこれらの利用が困難と認め
られること。 

  ア 重量若しくは長大な貨物の積卸し又は
身体の障害その他の理由により移動が困
難な者の輸送のために用務先の直近に駐
車する必要がある車両にあっては、当該
用務先の直近 

(２) 標章の交付を受けた理由がなくなつた 
とき。 

(３)・(４) 略 
９ 前８項に定めるもののほか、標章の申請、
交付、使用方法及び返納に関し必要な事項に
ついては、別に警察本部長が定める。 

 
(緊急自動車等の指定等) 

第５条 略 
２ 前項の申請書には、当該申請に係る自動車
の自動車検査証記録事項（道路運送車両法第
58条第２項に規定するものをいう。）が記載
された書面又は軽自動車届出済証の写しを添
付しなければならない。 

３～５ 略 
６ 緊急自動車等の使用者は、次の各号のいず
れかに該当することとなつたときは、指定証
（第２号の場合にあつては、発見し、又は回
復した指定証）を速やかに別記様式第５号に
よる返納書により公安委員会に返納しなけれ
ばならない。 
(１)・(２) 略 

 
 （駐車禁止場所又は時間制限駐車区間におけ
る駐車の許可） 

第６条 略 
 (１) 略 
  ア 駐車（許可に条件を付す場合にあつて

は、当該条件に従つた駐車。次号におい
て同じ。）により交通に危険を生じ、又
は交通を著しく阻害する時間帯でないこ
と。 

  イ 略 
 (２) 略 

ア 駐車禁止の規制のみが実施されている 
場所（無余地となる場所及び放置駐車と 
なる場合にあつては法第45条第１項各号 
に掲げる場所を除く。）であること。 

イ 略 
(３) 略 
ア 公共交通機関等の当該車両以外の交通 
手段によつたのでは、その目的を達成す 
ることが著しく困難と認められる用務で 
あること。 

  イ・ウ 略 
 (４) 駐車可能な場所について、次に掲げる

範囲内に路外駐車場、路上駐車場及び駐車
が禁止されていない道路の部分のいずれも
存在せず、又はこれらの利用がおよそ不可
能と認められること。 
ア 重量又は長大な貨物の積卸しで用務先
の直近に駐車する必要がある車両にあつ
ては、当該用務先の直近 

 
 



  イ その他の車両にあっては、当該用務先
からおおむね100メートル以内 

２ 略 
(１)・(２) 略  
(３) 略 
 ア 公共交通機関等の当該車両以外の交通

手段によったのでは、その目的を達成す
ることが著しく困難と認められる用務で
あること。 

 イ・ウ 略 
(４) 駐車可能な場所について、前項第４号
に掲げる範囲内に、路外駐車場、路上駐車
場及び駐車が禁止されていない道路の部分
のいずれも存在せず、又はこれらの利用が
困難と認められること。 

３ 前２項の駐車許可を受けようとする者は、
別記様式第６号の申請書２通を駐車しようと
する場所を管轄する署長に提出しなければな
らない。ただし、日時、場所及び用務の特定
された駐車許可の申請であって、複数の場所
に連続的に駐車することとなるものについて
は、次に掲げる要件を全て充足する場合に限
り、包括して１件の申請により行うことがで
きる。 
(１)～(３) 略 

 
４ 前項において、用務の性質上、許可を受け
ようとする駐車の場所が、２以上の警察署の
管轄区域にわたるときは、そのいずれかの警
察署の署長に提出すれば足りる。 

５ 第３項の申請書には、次の各号に掲げる書
類を添付しなければならない。ただし、署長
が認めたときは、一部又は全部を省略するこ
とができる。 
(１) 当該申請に係る車両の自動車検査証の 
写し又は自動車検査証記録事項が記載され 
た書面 

(２) 略 
(３) 当該申請に係る用務を疎明する書面 
 
 
 
 
 

 
６ 略 
７ 署長は、駐車を許可した場合には、別記様
式第６号の駐車許可証を交付するものとする。 

 
８・９ 略 

イ その他の車両にあつては、当該用務先
からおおむね100メートル以内の範囲内 

２ 略 
(１)・(２) 略  

 (３) 略 
  ア 公共交通機関等の当該車両以外の交通

手段によつたのでは、その目的を達成す
ることが著しく困難と認められる用務で
あること。 

  イ・ウ 略 
 (４) 駐車可能な場所について、前項第４号

に掲げる範囲内に、路外駐車場、路上駐車
場及び駐車が禁止されていない道路の部分
のいずれも存在せず、又はこれらの利用が
およそ不可能と認められること。 

３ 第１項又は第２項の駐車許可を受けようと
する者は、別記様式第６号の申請書２通を駐
車しようとする場所を管轄する署長に提出し
なければならない。ただし、当該駐車に係る
行為が、定型的に反復継続して行われ、次に
掲げる要件をすべて充足する場合に限り、包
括して１個の駐車行為として別記様式第６号
の２の申請書により行うことができる。 

 
 (１)～(３) 略 
 (４) 申請期間が１年以内であること。 
 
 
 
 
４ 前項の申請書には、次の各号に掲げる書類
を添付しなければならない。 

 
 
(１) 当該申請に係る車両の自動車検査証の 
写し 

 
(２) 略 
(３) 主たる運転者の住所、氏名、運転免許 
種別、連絡先を記載した書面 

(３)  前項ただし書に係る申請にあつては、 
前項第２号及び第３号に該当することを疎 
明する書面 

(４)  前各号に掲げるもののほか、署長が必 
要と認める書面 

５ 略 
６ 署長は、駐車を許可した場合には、別記様
式第６号又は別記様式第６号の２の駐車許可
証を交付しなければならない。 

７・８ 略 
  

別記様式第１号の２及び別記様式第１号の３を次のように改める。 

 

 



様式第１号の２（第３条の８関係） 

除外標章交付申請書 

年   月   日 

  広島県公安委員会 様 

住所（所在地）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 

その他の連絡先 
 

標 章 の 名 称  

番 号 標 に 表 示 

されている番号 
 

除外を受けよう 

と す る 期 間 
 

除外を受けよう 

と す る 区 間 
 

除外を受けよう 

と す る 理 由 

□ 以下の公安委員会が定める業務に使用する 

 

 

 

 

 

 

□ 以下の公安委員会が定める障害を持つ者が乗車する 

 

 

 

 

 

 

備 考  

 

 

 



様式第１号の３（第３条の８関係） 

除外標章記載事項変更届 

年   月   日 

  広島県公安委員会 様 

住所（所在地）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 

その他の連絡先 
 

標 章 の 名 称  

標 章 番 号  

標章交付年月日  

変 更 の 内 容 

 

変 更 の 理 由 

 

備 考 
 

別記様式第１号の４を別記様式第１号の５とし、別記様式第１号の３の次に次の１様式を

加える。 

 

 



様式第１号の４（第３条の８関係） 

除外標章再交付申請書 

年   月   日 

  広島県公安委員会 様 

住所（所在地）  

ふ り が な  

氏 名 （ 名 称 ）  

電 話 番 号 

その他の連絡先 
 

標 章 の 名 称  

標 章 番 号  

標章交付年月日  

再交付申請の理由 

 

備 考 
 

 別記様式第６号を次のように改める。 



様式第６号（第６条関係） 

備考 申請者は太枠内を記入すること。 

 

駐車許可申請書 

年   月   日 

     警察署長 様 

 

住所（所在地）                 

  

申請者 氏名（名称）                  

 

電話                      

                     

番 号 標 に 表 示 

されている番号 
 

許可を受けようと 

す る 日 時 期 間 
 

許可を受けようと 

す る 場 所 
 

許可を受けようと 

す る 理 由 
 

 

第    号 

 

駐 車 許 可 証 

 

条 件  

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 

 

 

 

 

年    月    日     

 

           警 察 署 長   印   

 



別記様式第６号の２を次のように改める。 

様式第６号の２ 削除 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この公安委員会規則は、令和７年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この公安委員会規則の施行前の申請により改正前の広島県道路交通法施行細則（以下「旧

規則」という。）第３条の８第３項の規定により交付した標章は、当該標章の有効期限が

到来するまでの間は、改正後の広島県道路交通法施行細則（以下「新規則」という。）第

３条の８第３項の規定による標章とみなす。 

３ 警察署長が、この公安委員会規則の施行前の申請により旧規則第６条第６項の規定によ

り交付した駐車許可証は、当該駐車許可証の有効期限が到来するまでの間は、新規則第６

条第７項の規定による駐車許可証とみなす。 


